
第71期 年次報告書
平成28年12月1日〜平成29年11月30日



日米中亜4極体制　マルカグローバルイノベーション
新たな創造更なる飛躍

　その結果、当連結会計年度の売上高は52,363
百万円（前期比9.8%増）、営業利益は1,894百万
円（同14.3%増）、経常利益は2,095百万円（同
22.5%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は
1,235百万円（同32.9%増）となりました。

　今後の見通しにつきましては、国内経済は雇用・
所得環境は緩やかな回復傾向が続き、個人消費も
底堅く推移することが予想されます。企業収益は
世界経済の持ち直しの継続を背景に堅調に推移す
る見通しです。また海外においても、経済動向や
地政学的リスクの影響等に留意する必要がありま
すが、堅調に推移することが予想されます。
　このような状況のもと、次期の連結業績予想に
つきましては、売上高57,000百万円、営業利益
2,200百万円、経常利益2,400百万円、親会社株

主に帰属する当期純利益1,500百万円を見込んで
おります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グ
ループへのご支援ご鞭撻を賜りますよう、何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

　さて、当連結会計年度におけるわが国経済は、
好調な企業収益を背景として設備投資は持ち直
し、雇用情勢の改善持続が個人消費の押し上げ要
因となり、全体的には緩やかな回復基調が続きま
した。
　海外の経済情勢はおおむね回復基調にありま
す。その一方で、トランプ政権の政策運営、英国
のEU離脱問題、中国の経済情勢等の景気下押しリ
スクは続いており、先行き不透明な状況で推移し
ました。
　このような状況の中で、当社グループは、「日米
中亜4極体制　マルカグローバルイノベーション　
新たな創造更なる飛躍」を今年度のテーマに、中
期経営計画の各種施策に取り組んでまいりました。

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。

取締役社長　竹下 敏章取締役会長　釜江 信次

トップメッセージ／決算ハイライト
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　2017年（平成29年）８月17日に、大
阪市中央区南新町に本社を移転いた
しました。
　当社は、1946年（昭和21年）大阪市
東区南久太郎町にて創業いたしまし
た。その後、1981年（昭和56年）大阪
府茨木市へ本社を移転し36年の年月
が経ちました。そしてこの度、創立所
縁の地である大阪市中央区に本社を
移転いたしました。
　2016年（平成28年）に創立70周年
を迎え、創立71年目の今期はマルカ
キカイ第２の創業元年であります。こ
れを機に全社一丸となってさらなる事
業活動の発展の向上に努め、新しい
マルカの歴史を築き上げてまいります。

2017年８月  本社を移転いたしました。

部門別の概況特  集

〒540-0024
大阪市中央区南新町二丁目２番５号
TEL：06-6450-6823 
FAX : 06-6450-6824
※移転に伴い電話番号も変わりました。

新本社ビル外観

新本社所在地
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　産業機械部門では、国内は自動車関連業
界向けの機械設備販売が好調でした。
　米州はアメリカで工作機械や射出成形機
の販売が堅調に推移しました。
　中国およびアジア地域は、長らく設備投
資に慎重な傾向が続き当社もその影響を受
けておりましたが、世界的な景気回復を背
景に当社の受注状況も年初より好調を維持
し増加傾向にありました。これまで低迷して
いたタイ、インドネシアにおいては、当社の
主力ユーザーである自動車関連業界向け
の受注残が売上転化し始めたことにより伸
長いたしました。またマレーシアにおいても
部品販売事業が好調に推移いたしました。

　建設機械部門では、公共投資や民間投資
はいずれも堅調に推移いたしました。機械
販売は第２四半期まで苦戦していた建設用
クレーンの売上が持ち直
し、基礎機械の販売も伸
長いたしました。業界別
では基礎、土木建築向け
が好調を維持しました。
またレンタル売上も好
調で、前年を上回る業績
となりました。

建設機械部門産業機械部門

2017年８月  本社を移転いたしました。

部門別の概況

　2017年12月１日付で、北九金物工具株式
会社の株式を取得し、子会社化いたしました。
　北九金物工具株式会社は、主に製造業工
場向けの機械工具および付随する切削工具
関連の消耗品を販売する商社であります。　
　同社を当社グループ会社に加えることによ
り、同社のユーザーおよびメーカーに対し、当
社取扱いの機械設備の販売が可能となりま
す。特に山口県エリアへの進出を足掛かりに、
海外市場での展開も視野にいれております。
　また、当社のユーザーである九州北部地区
の自動車メーカー、部品メーカーに対し、工
具・消耗品の販売拡大を図ることにより、当社
グループとしてのシナジー効果を発揮し、当
事業の成長を目指してまいります。

北九金物工具株式会社の株式を取得し子会社化いたしました。

商号

代表者

資本金

設立

本社所在地

主な事業内容

北九金物工具株式会社

代表取締役社長　平井　英昭

10,000千円

昭和５２年（19７7年）8月

北九州市小倉北区
清水一丁目１番６号

機械工具および付随する
切削工具関連の消耗品販売

北九金物工具株式会社
代表取締役社長　平井 英昭

マルカキカイ株式会社
代表取締役社長　竹下 敏章
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資産合計
37,321

流動資産
29,918

流動資産
32,828

固定資産
7,403

固定資産
8,703

負債・純資産合計
37,321

負債・純資産合計
41,531

資産合計
41,531

負債
18,640

負債
21,670

純資産
18,681

純資産
19,861

5,300

462

1,640

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

流動負債

固定負債

20,684

985

流動負債

固定負債

17,710

929
6,505

435

1,763

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

Point

Point

前 期 末
平成28年11月30日現在

当 期 末
平成29年11月30日現在

前 期 末
平成28年11月30日現在

当 期 末
平成29年11月30日現在

前 期
平成27年12月1日〜平成28年11月30日

当 期
平成28年12月1日〜平成29年11月30日

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結貸借対照表のポイント（単位：百万円）

連結損益計算書のポイント（単位：百万円）

流動資産の状況

前期末比2,910百万円増加し、
32,828百万円となりました。これ
は売掛金が1,745百万円、電子
記録債権が877百万円それぞれ
増加したこと等によるものです。

固定資産の状況

前期末比1,299百万円増加し、
8,703百万円となりました。これは
有形固定資産が1,204百万円増加
したこと等によるものです。

営業利益の状況

人件費の増加により、販売費及
び一般管理費が前期比422百万
円増加しましたが、売上総利益
が666百万円増加したことにより
営業利益は前期比14.3%増加し
1,894百万円となりました。

経常利益の状況

営業外収益が前期比13百万円増
加し、営業外費用が前期比134
百万円減少したため、経常利益は
前期比22.5%増加し2,095百万円
となりました。

連結財務諸表

売上高
47,708

営業利益
1,657

経常利益
1,709

親会社株主に
帰属する
当期純利益
929

売上高
52,363

営業利益
1,894

経常利益
2,095

税金等
調整前
当期純利益
2,019

親会社株主に
帰属する
当期純利益
1,235

営業外収益
271

営業外費用
71

売上原価
販売費及び一般管理費 

44,784
5,682

法人税等合計
非支配株主に帰属する当期純利益

772
11

特別損失
81

特別利益
6
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個人・その他
29,449単元
34.1%

外国法人等
15,486単元
17.9%

金融機関
21,164単元

24.5%

その他の法人
19,231単元

22.2%

証券会社
1,151単元

1.3%

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

コ ベ ル コ 建 機 株 式 会 社 594,000 6.9

株 式 会 社 不 二 越 576,000 6.7

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 400,000 4.6

株 式 会 社 り そ な 銀 行 350,000 4.0

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 328,000 3.8
THE SFP VALUE REALIZATION MASTER FUND LIMITED 297,600 3.4

GOLDMAN, SACHS & CO. REG 258,200 3.0 

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 255,000 2.9

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 229,600 2.7

マ ル カ キ カ イ 従 業 員 持 株 会 204,926 2.4

株式の状況 （平成29年11月30日現在） 会社概要 （平成29年11月30日現在） 

役員 （平成30年2月22日現在） 

大株主（上位10名）の状況 （平成29年11月30日現在） 

所有者別株式分布状況 （平成29年11月30日現在） 

マルカキカイ株式会社
MARUKA MACHINERY CO.,LTD.
昭和21年（1946年）12月16日
〒540-0024
大阪市中央区南新町二丁目2番５号
TEL.06-6450-6823
FAX.06-6450-6824

（注）	平成29年8月に本社を移転いたしました。
	 移転に伴い電話番号も変わりました。

インターネットホームページ
http://www.maruka.co.jp/
機械専門商社として産業機械、
建設機械の国内販売および輸出入
14億1,441万円
連結 596名、単独 180名

商 号

設 立
本 社 所 在 地

主な事業内容

資 本 金
従 業 員 数

（注）‌�持株比率は自己株式（676,925株）を控除して算出し、小数点以下第2位を四捨
五入して計算しております。また、自己株式は上位10名から除いております。

33,600,000株
9,327,700株

7,841名
100株

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
単元株式数

代表取締役社長兼最高経営責任者(CEO) 竹 　 下 　 敏 　 章
取 締 役 兼 専 務 執 行 役 員 二 　 橋 　 春 　 久
取 締 役 兼 常 務 執 行 役 員 真 　 鍋 　 　 　 聡
取 締 役 兼 執 行 役 員 難 　 波 　 経 　 久
取 締 役 兼 執 行 役 員 飯 　 田 　 邦 　 彦

※ 取 　 締 　 役 長 　 﨑 　 伸 　 郎
常 勤 監 査 役 荻 　 野 　 純 　 一
常 勤 監 査 役 杉 浦 克 典

※ 監 査 役 古 　 澤 　 　 　 哲
※ 監 査 役 牛 島 慶 太

執 行 役 員 黒 澤 淳 一
執 行 役 員 神 田 晃 三
執 行 役 員 谷 口 　 徹
執 行 役 員 高 　 岡 　 幸 一 郎
執 行 役 員 嶋 林 直 人
執 行 役 員 栗 栖 俊 彦

株式の状況 & 会社概要

上記※は、社外取締役および社外監査役であります。
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http://www.maruka.co.jp/

事 業 年 度

期末配当受領株主確定日

中間配当受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
（兼 特別口座の口座管理機関）

株主名簿管理人事務取扱場所
（兼 特別口座の口座管理機関連絡先）

各 種 お 問 合 せ

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

12月1日から翌年11月30日まで

11月30日

5月31日

2月

定時株主総会については　11月30日
（その他必要あるときは予め公告する一定の日。）

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

電話　0120-094-777（通話料無料）
※証券会社等に口座をお持ちの株主さまのお手続きにつ

いては、口座を開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。なお返戻郵便物、未払配当金等のお問合せにつ
いては、上記株主名簿管理人にお問合せください。

※特別口座に記録された株式関係のお手続用紙のご請求は
下記インターネットにて24時間承っております。
インターネットhttp://www.tr.mufg.jp/daikou/

電子公告（当社ホームページをご覧ください。）
http://www.maruka.co.jp/
なお、やむを得ない事由によって電子公告による公告をす
ることができない場合には、日本経済新聞に掲載します。

株式会社東京証券取引所　市場第1部

100株以上500株未満保有の株主さま
1,000円相当のグルメセット

500株以上1,000株未満保有の株主さま
2,000円相当のグルメセット

1,000株以上保有の株主さま
3,000円相当のグルメギフト券

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

※写真は優待商品の一例です。

株主メモ

株主優待のご案内


